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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アルファベットを使用して入力する３行５列の字母入力鍵盤を持ち、一つの鍵に複数の字
母の入力機能を与えた和文入力の携帯端末において、この入力機能の切替を、個々の鍵に
ついて行うのではなく、その入力に使用されるすべての字母のなかの一部分の字母の入力
を担当する鍵から構成される鍵盤と、その入力に使用されるすべての字母の中で前記の鍵
盤においては設定されなかった残された字母の入力を担当する鍵から構成される鍵盤を設
定して、この二つの鍵盤を必要に応じて切り替える方式によって字母入力を行うように設
定された携帯入力端末の入力方式において、子音と母音の自動的交代のシステムを持った
３行５列の鍵盤における和文入力の場合に、その母音入力を担当する鍵盤において、Ａ、
Ｉ、Ｕ、Ｅ、Ｏの単母音の入力を担当する５個の鍵だけではなく、さらにこれに加えて、
ＹＡ、ＹＵ、ＹＯ、の拗音の入力を担当する３個の鍵、ＡＩ、ＵＩ、ＵＵ、ＥＩ、ＯＵ、
の二重母音の入力を担当する５個の鍵と、促音と鼻音の入力を担当する２個の鍵を設定し
て、これらの総計１５個の鍵によって、母音入力を担当する鍵盤を構成した携帯入力端末
の入力方式。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はたとえば携帯電話端末や超小型パソコンあるいはＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）等の小型入力機器、および大型機器のリモートコン
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トローラ等の入力鍵盤に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
現在、携帯電話端末等の小型機器は、半導体技術の発展によって以前のパーソナルコンピ
ューターに匹敵する極めて高度の機能を持つにいたっている。
【０００３】
したがってこれらの小型入力端末においても、一般的なパーソナルコンピューターと同様
に、高度の文字、記号の入力機能や編集機能、あるいはインタネットへの接続等にふさわ
しい操作性が求められている。
【０００４】
しかしながら、これらの小型入力端末においては、最大限の小型化が必須の前提的要請と
なっており、パーソナルコンピューターの鍵ボードの５分の１にも満たない鍵数しか備え
られておらず、そのためにこの要求を満たすことはきわめて困難であった。
【０００５】
現在、少数の鍵数によって高度の入力を勝ち取るために使用されている和文入力の方式は
、携帯電話で一般的となっている、一つのハード鍵に複数の字音を代表させ、これに別種
の操作を加えてその字音を確定するという方式である。
【０００６】
この現在通用の携帯電話の入力方式は、特許公開２００１－１７５３９１（特許文献１）
に始まる五十音図に依拠した方式である。
【０００７】
すなわち、テン鍵に五十音図の１０行５段の文字配列を対応させて、各鍵に子音行を代表
させ、子音鍵の連続打鍵によって、その母音を決定するものである。
【０００８】
これには、特許出願２００２－５７４３９（特許文献２）や特許公開２００５－１２８８
０２（特許文献３）のように別に設けた母音段を決定する母音鍵あるいは別種デバイスの
押し下げによって、母音を決定する方式がある。
【０００９】
このように携帯電話の和文入力は五十音図に依拠するという日本語の特性に対応した優れ
た方式を採用することによって、使用時の抵抗感を減らし、一定の操作性を獲得するに至
っている。
【００１０】
しかしながら、特許文献１に始まる現行の携帯電話の入力方式は、特許文献２の場合をも
含めてタッチ数が極めて多くなるという欠点がある。
【００１１】
これに対して、たとえば子音行の確定に加えて別種デバイスの押し下げによって母音段を
確定するという特許文献３のアイデアは、原理的には高度の操作性を実現するものである
が、その現実の入力動作における操作性には問題が残されている。
【００１２】
すなわち、この特許文献３のアイデアにおいては、筐体表面に置かれたテン鍵に子音段の
決定を役割を担わせ、筐体裏面に置かれた別種のデバイスの押し下げによって母音段が決
定される。
【００１３】
この場合においては、テン鍵と操作デバイスを片手の別の指で同時に操作できるので、子
音段の決定と母音段の決定がほぼ同時になされるので、原理的にはきわめて迅速な入力が
可能となる。
【００１４】
しかし、この方式における現実の入力動作においては、筐体表面に置かれたテン鍵の入力
動作における意識と筐体裏面に置かれた別種のデバイスの押し下げの意識が、同一表面上
のそれでない（逆面操作）ことからくる矛盾感と、筐体表面に置かれたテン鍵の入力動作
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における意識が右から左、上から下という直線的な性質を持つのに対して、筐体裏面に置
かれた別種のデバイスの押し下げの意識が、一点の上下、左右に置かれた四つの点の選択
という性格をもつことの間の矛盾感が重なり、実際の操作性は高いものとならない。
【００１５】
テン鍵における子音段と母音段の決定に関しては、母音鍵の位置を固定せず、一打目の子
音鍵にあわせてそれを取り囲むように母音を担当する鍵を配列するという特許公開２００
６－０２３９５０（特許文献４）の方式がある。
【００１６】
これはきわめて優れた発想であり、もし入力鍵盤が相当多くの鍵から成り立っている場合
には、理想的な効果が期待できる。
【００１７】
しかしながら、現実の携帯端末においては、鍵数が限られているため、こうして自動的に
出現した母音段を決定する機能をもった鍵と、先に決定された子音段の鍵との位置関係が
、さまざまな形をとることに成り、実際の入力動作が逆に煩瑣になるという欠点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
本発明は、和文入力の場合に、日本語の表記を形式的に完全に子音＋母音の形に整理して
、これに対応するように設計された子音鍵盤と母音鍵盤との自動的交代出現という方法に
よって、小型鍵盤に対しても大型鍵盤と同等の入力機能を保障しようとするものである。
【００１９】
すなわち、本発明は完全に子音鍵あるいは子音扱い鍵のみからなる子音鍵盤と、完全に母
音鍵あるいは母音扱い鍵のみからなる子音鍵盤とを設定し、両者の自動的交代によって、
和文入力の場合に従来のパソコンのハード鍵の半数のハード鍵によって、従来のパソコン
と同等の入力性能を実現するように設計されている。
【００２０】
本発明は携帯電話端末や超小型パソコンあるいはＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）等の小型入力機器、および大型機器のリモートコントローラ
等の入力鍵盤における和文入力の高度な設計とそれに対応する英文入力鍵盤の設計を目指
すものであるが、携帯電話を中心として現行方式と同様に小型のハード鍵を使用して、カ
ーソル移動や画面スクロールあるいは入力決定等の基本的操作を従来の方式に準拠して行
う場合と、とりわけ超小型パソコンあるいはＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）等を中心として、現行のパソコンと同様の大鍵さのハード鍵を使
用して、パソコンに準じた基本的操作鍵盤設計を伴う全面的な入力システムの確立を追求
する場合の双方を含んでいる。
【課題を解決するための手段】
「和文入力問題の解決」
【００２１】
本発明の追求する高度の和文入力方式を実現するための子音鍵盤と母音鍵盤の交代的出現
という方法のために、〔図１〕（１）（２）のように、４行５列の鍵盤を、上部３行５列
の記号入力鍵と下部１行５列の操作鍵とに分ける。
【００２２】
下部１行５列の操作鍵は、〔図１〕（１）（２）のように、左から順に、鍵盤切替鍵、ク
リア鍵、入力種切替鍵、コピー鍵、文字大小切替鍵とする。
【００２３】
上記の鍵盤切替鍵、クリア鍵、入力種切替鍵、コピー鍵、文字大小切替鍵は、図面での表
記は、鍵盤切替、クリア、入力切替、コピー、文字大小となっている。
【００２４】
操作鍵配置のバリエーションとして、〔図３〕（１）（２）のように、３行６列の鍵盤を
最左の第一列３行に下から順に、鍵盤切替鍵、クリア鍵、入力種切替鍵を配置し、残った
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３行５列を記号鍵に当てる方式もありうる。
【００２５】
このうち、入力種切替鍵は、押し下げられるたびに、入力種が英文、和文、絵文字、数字
の順に切替えられ、また、切替えた結果その時点で行われることになる入力種が画面最上
部あるいは最下部に表示される。
【００２６】
鍵盤切替鍵は、入力種が英文、和文、数字の場合には、所定の回数の打鍵によって必要と
される符号鍵盤を呼び出し、絵文字の場合には、所定の回数の打鍵によって異なる相位あ
るいは階層の絵文字鍵盤を呼び出すように設定する。
【００２７】
文字大小切替鍵は、和文の文章の入力中に打鍵した場合には、たとえば「やつた」「ちや
んと」と「やった」「ちゃんと」の場合のように、その直前に入力された一定数の和文字
母中に小型文字表記にふさわしい字母があった場合それを小型文字に変え、普通文字表記
にふさわしい字母が小型文字で表記されている場合、それを普通文字に書替えるとともに
、英文の入力中ではその直前に入力された小文字を大文字に、大文字を小文字に変換する
。
【００２８】
文字大小切替鍵は、文章の入力後にカーソル鍵によって、切替箇所を指定したのちに打鍵
した場合には、和文の場合には「つ」「や」等の普通の字体を「っ」「ゃ」等の小型の字
体に、「っ」「ゃ」等の小型の字体を「つ」「や」等の普通の字体に変え、英文の場合に
は、大文字を小文字に、小文字を大文字に変える。
【００２９】
具体的に和文入力の場合には、〔図１〕の子音入力鍵盤、（２）の母音入力鍵盤のように
、子音入力のための３行５列の記号鍵入力鍵盤と母音入力のための３行５列の記号鍵入力
鍵盤という二つの鍵盤を用意する。
【００３０】
この二つの鍵盤は、子音入力鍵盤が押し下げられて子音あるいは子音扱いの字母が入力さ
れると、鍵盤が自動的に母音入力鍵盤に切り替えられ、母音入力鍵盤が押し下げられて母
音あるいは母音扱いの字母が入力されると、鍵盤が自動的に子音入力鍵盤に切り替えられ
るように、設定される。
【００３１】
〔図１〕（１）の３行５列の子音入力鍵盤は、見られるように、最左端最上端の第１行第
１列の鍵を無音の子音符にあて、その右の第２列の鍵をｋ鍵に、第３列の鍵をｓ鍵に、第
４列の鍵をｔ鍵に、第５列の鍵をｎ鍵にあて、第２行第１列の鍵をｆｈ鍵に、第２列の鍵
をｍ鍵に、第３列の鍵をｙ鍵に、第４列の鍵をｒ鍵に、第５列の鍵をｗｖ鍵に、第３行第
１列の鍵をｇ鍵に、第２列の鍵をｚ鍵に、第３列の鍵をｄ鍵に、第４列の鍵をｂ鍵に、第
５列の鍵をｐ鍵に当てる。
【００３２】
上記の子音入力鍵盤の場合、ｆｈ鍵はそれが母音と結合したと鍵に、たとえば「は」と「
ふぁ」のように、二種の字母を表すので、この場合にはこの二種の入力結果を画面上に表
示して、「は」を選ぶ場合には無操作で入力を続け、「ふぁ」を選ぶ場合には、カーソル
等でそれを選択することにする。
【００３３】
上記の子音入力鍵盤の場合、ｗｖ鍵はそれが母音と結合したと鍵に、たとえば「わ」と「
ヴァ」のように、二種の字母を表すので、この場合にはこの二種の入力結果を画面上に表
示して、「わ」を選ぶ場合には無操作で入力を続け、「ヴァ」を選ぶ場合には、カーソル
等でそれを選択することにする。
【００３４】
上記の子音入力鍵盤の場合、無音の子音符はいわば子音鍵盤の位取りとして機能し、その
後に押し下げられる鍵が母音鍵盤に属することを指示する。
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【００３５】
〔図１〕の（２）の３行５列の母音入力鍵盤は、見られるように、最左端最上端の第１行
第１列の鍵をｙａにあて、その右の第２列の鍵をｙｕ鍵に、第３列の鍵をｙｏ鍵に、第４
列の鍵をｔ鍵を促音化する鍵すなわち促音符に、第５列の鍵をｎ鍵を鼻音化する鍵すなわ
ち鼻音符にあて、第２行第１列の鍵をａ鍵に、第２列の鍵をｉ鍵に、第３列の鍵をｕ鍵に
、第４列の鍵をｅ鍵に、第５列の鍵をｏ鍵に、第３行第１列の鍵をａｉ鍵に、第２列の鍵
をｕｉ鍵に、第３列の鍵をｕｕ鍵に、第４列の鍵をｅｉ鍵に、第５列の鍵をｏｕ鍵に当て
た鍵盤である。
【００３６】
上記の母音入力鍵盤の場合、第１行第１列から第３列までの鍵は、子音（あるいは子音符
）と結びついて母音扱いの拗音を入力するために使われ、その後の鍵は自動的に子音扱い
となる。
【００３７】
上記の母音入力鍵盤の場合、第１行第４列の子音用の鍵盤のｔに当たる鍵を促音符として
、子音用の鍵盤のｔに当たるハード鍵を押し下げた直後にこの同じハード鍵を押し下げた
ばあい、この本来母音用の鍵が先のｔ鍵と連結して促音の「っ」を入力するように設定す
る。
【００３８】
この場合、最初に押し下げられたｔ鍵はｔ子音を表し、二度目に押し下げられたｔ鍵は促
音符として、促音の「っ」の母音部分を表すものとする。
【００３９】
上記の母音入力鍵盤の場合に、子音と母音の交替を保障するために、第１行第５列の子音
用の鍵盤のｎに当たる位置に置かれた母音用の鍵を鼻音符として、子音用の鍵盤のｎの鍵
を押し下げた直後にこの同じハード鍵を押し下げたばあい、この本来母音用の鍵が先のｎ
鍵と連結して鼻音の「ん」を入力するように設定する。
【００４０】
この場合、最初に押し下げられたｎ鍵はｎ子音を表し、二度目に押し下げられた同じハー
ド鍵は母音入力鍵盤に属する鼻音符として、形式上、鼻音の「ん」の母音部分を表すもの
とする。
【００４１】
上記の母音入力鍵盤の場合、第３行第１列から第５列までの二重母音鍵は、二重母音の漢
字音の全てに対応している。
【００４２】
たとえば、対応の対はｔ＋ａｉ、応は子音符＋ｏｕ、形式の形はｋ＋ｅｉ、遂行の遂はｓ
＋ｕｉ、行はｋ＋ｏｕ、交通の交はｋ＋ｏｕ、通はｔ＋ｕｕである。
【００４３】
ただし、渋滞の渋、入学の入、超越の超等の拗音を含んだ二重母音は、このような方式で
は入力で鍵ないので、まずｚ＋ｙｕとして「じゅ」の音を入力したあと、子音符＋ｕと入
力してあわせて「じゅう」の音を表現することとする。入はｎ＋ｙｕとして「にゅ」の音
を入力したあと、子音符＋ｕと入力してあわせて「にゅう」の音を表現することとする。
その他の場合も同様である。
【００４４】
以上のように、本発明は和文入力においては、五十音図のローマナイズを基礎としている
が、かならずしもアルファベットに親しみを持たない層に対して、現在一般の携帯入力に
用いられている入力記号の平かな表記を、そのバリエーションとして採用し、〔図２〕（
１）（２）のような鍵盤を提供する。
【００４５】
すなわち、和文入力基本表鍵盤としての子音鍵盤を、〔図２〕（１）のように、その第１
行の第１列に子音符、第２列に「か」、第３列に「さ」、第４列に「た」、第５列に「な
」、第２行の第１列に「は」、第２列に「ま」、第３列に「や」、第４列に「ら」、第５
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列に「わ」、第３行の第１列に「が」、第２列に「ざ」、第３列に「だ」、第４列に「ば
」、第５列に「ぱ」のように設定し、和文入力基本裏鍵盤としての母音鍵盤を、〔図〕２
】（２）のように、その第１行の第１列に「や」、第２列に「ゆ」、第３列に「よ」、第
４列に「っ」、第５列に「ん」、第２行の第１列に「あ」、第２列に「い」、第３列に「
う」、第４列に「え」、第５列に「お」、第３行の第１列に「あい」、第２列に「うい」
、第３列に「うう」、第４列に「えい」、第５列に「おう」のように設定する。
【００４６】
上記の〔００４５〕に示された鍵盤の機能は、〔図１〕（１）（２）に示された五十音図
のローマナイズをそのままに記した鍵盤との場合とまったく同様である。
【００４７】
すなわち、たとえば〔図２〕（１）の子音鍵盤の第１行第４列の「た」の鍵を押し下げた
あと、引鍵続鍵同じハード鍵を押し下げると、この鍵は、母音鍵盤の第１行第５列の促音
符として読み取られ、「っ」が入力される。
【００４８】
同様に、たとえば、〔図２〕（１）の子音鍵盤の第１行第５列の「な」の鍵を押し下げた
あと、引鍵続鍵同じハード鍵を押し下げると、この鍵は、母音鍵盤の第１行第５列の「ん
」の鍵として読み取られ、「ん」が入力される。
【００４９】
また、拗音の場合として、〔図２〕（１）の子音鍵盤の第１行第２列の「か」の鍵を押し
下げたあと、引鍵続鍵同じハード鍵を押し下げると、この鍵は、母音鍵盤の第１行第２列
の「ゆ」の鍵として読み取られ、「きゅ」が入力される。
【００５０】
同様に、二重母音の場合として、〔図２〕（１）の子音鍵盤の第１行第２列の「か」の鍵
を押し下げたあと、引鍵続鍵ハード鍵の第３行の第１列を押し下げると、この鍵は、母音
鍵盤の第３行第１列の「あい」の鍵として読み取られ、「かい」が入力される。
【００５１】
この鍵盤によって、たとえば特許公開と入力するためには、ｔ（子音１打）ｏ（母音１打
）ｔｔ（子音１打母音１打）ｋ（子音１打）ｙｏ（拗母音１打）ｋ（子音１打）ｏｕ（母
音１打）ｋ（子音１打）ａｉ（母音１打）となり、計１０打となる。
【００５２】
これに対して、現在の携帯端末の場合は、と（５打）っ（カーソル１打、６打）鍵（２打
）ょ（５打）こ（５打）う（３打）か（１打）い（２打）で、計３１打となる上、１打で
入力できる場合から計７打での入力に至るまで、ばらつきが大きくリズミカルな入力は不
可能である。
【００５３】
上記の特許文献３の場合には、同様の入力は、と（２打）っ（カーソル１打、２打）鍵（
２打）ょ（２打）こ（２打）う（２打）か（１打）い（２打）となって、計１６打となる
。
【００５４】
したがって、本発明の打鍵数がもっとも少なく、また特許文献３の場合には、二つの指に
異種の動鍵を与えるという操作性の問題があり、さらに英文等の入力種での問題は解決さ
れていない。
【００５５】
本発明の場合は、３行５列計１５個のハード鍵を使用するので、テン鍵使用の場合ほどは
制約が大きくないが、以上のような設定によって、この１５個の鍵に、３０個の鍵と同等
の機能をもたせることができる。
「英文入力問題の解決」
【００５６】
現在一般的に使用されている携帯電話等の小型入力鍵盤における英文入力に際しての最大
の問題は、ひとつの鍵にａｂｃの場合のように３個の字母を割り当てるものから、ｐｑｒ
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ｓの場合のように４個の字母を割り当てるものまで、一つの字母の入力に３回から４回の
鍵の押し下げが必要であることである。
【００５７】
さらに、そこでは３回の鍵の押し下げと４回の鍵の押し下げが、混在することからくる入
力リズムの狂いの問題がある。
【００５８】
このような携帯電話等の小型入力端末における英文入力方式に共通する困難の基本的原因
は、いわゆるテン鍵における最大限１２個のハード鍵にアルファベット２６文字を配置し
なければならないという制約に起因している。
【００５９】
しかし、アルファベット２６文字の英語入力に対する関係は、その字母としての歴史と関
連して一様ではない。
【００６０】
すなわち、アルファベット２６文字中、ＫとＱ、ＳとＸ、ＶとＷの三組の字母は、綴り字
に対する関係において、相補的な関係にある。
【００６１】
たとえばＫあるいはＱを含む任意のある英単語の綴りにおいて、原則としてそのなかにＫ
が使われる部分をＱに置鍵換えた単語は存在せず、逆にＱが使われる部分にＫが使われた
単語も存在しない。
【００６２】
こうして、ＫＥＹという単語が存在すれば、ＱＥＹという単語は存在せず、ＱＵＥＳＴＩ
ＯＮという単語が存在すれば、ＫＵＥＳＴＩＯＮという単語は存在しない。
【００６３】
これは、たとえばフランス語、ドイツ語をも含めて、印欧語系における字母表記において
は、Ｑ＋ＵがＫと等価の子音扱いになるためである。
【００６４】
これほど明確ではないが、同様の関係がＳとＸ、ＶとＷの二組の字母においても原則的に
成立する。
【００６５】
したがって、同一のハード鍵にＫとＱあるいはＳとＸあるいはＶとＷという二つの字母を
同時に設定することによって、計２３のハード鍵によるアルファベット英文入力が可能に
なる。
【００６６】
たとえばＫとＱをあわせたハード鍵を仮に＊印鍵と表記した場合、ＱＵＥＳＴＩＯＮとい
う単語は、＊ＵＥＳＴＩＯＮと入力されることになる。
【００６７】
一方、携帯端末のメモリーには、ＱＵＥＳＴＩＯＮという単語を登録してお鍵、＊ＵＥＳ
ＴＩＯＮという入力が、この登録と照合させることによって、正しくＱＵＥＳＴＩＯＮと
表示入力されるように設定する。
【００６８】
たとえば、ｅｓｏｔｅｒｉｃ（秘伝の）とｅｘｏｔｅｒｉｃ（平凡な）のような極めて少
数の例外もあるが、この場合には、両単語をともに表示して改めてカーソルと決定鍵によ
って必要単語を確定することにする。
【００６９】
以上の工夫によって、小型の入力鍵盤においては、最小限２３個の鍵でアルファベットの
入力が可能になる。
【００７０】
そこで、この２３個の鍵に７個の英文の基本的符号鍵を加えたものを二つの鍵盤に割り当
ててこの二つの鍵盤を相互に切り替えるように設定すれば、鍵の押し下げ回数の減少とリ
ズミカルな入力という二つの問題を、同時に解決することができる。
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【００７１】
本発明においては英文字母を割り当てた鍵盤を、英文入力基本表鍵盤（〔図４〕（１）と
英文入力基本裏鍵盤（〔図〕４】（２））に分けて、英文入力基本表鍵盤での入力中に鍵
盤切替鍵を１打すると、英文入力基本裏鍵盤に入るように、またこの英文入力基本裏鍵盤
での入力がなされると直ちに自動的に鍵盤が英文入力基本表鍵盤に切替られるように設定
する。
【００７２】
〔図〕４】（１）に示した英文入力基本表鍵盤は、〔図１〕（１）に示した和文入力基本
表鍵盤の第１行、第１列の子音符をコンマに、第２列のｋ鍵をｋｑ鍵に、ｓ鍵をｓｘ鍵に
、ｈｆ鍵をｈ鍵に変えたものである。
【００７３】
〔図４〕（２）に示した英文入力基本裏鍵盤は、〔図１〕（２）に示した和文入力基本表
鍵盤の第１行を取り去ってその代わりに、第１列から順に、（ピリオド）鍵、ｃ鍵、ｆ鍵
、ｊ鍵、ｌ鍵を設定し、第２行はそのままにして、第３行を、第１列から順に－（ハイフ
ン）鍵、？鍵、！鍵、；鍵、：鍵に置鍵換えたものである。
【００７４】
今仮に、この〔図４〕の（１）英文入力基本表鍵盤を表、（２）英文入力基本裏鍵盤を裏
、切替鍵（入力鍵盤切替鍵）を換、と表記して、ｈａｒｄ　ｋｅｙと入力する場合の打鍵
数を示すと、ｈ（表１打）ａ（表１打）ｒ（換１打、裏１打）ｄ（表１打）ｋ（表１打）
ｅ（表１打）ｙ（換１打、裏１打）となり、計９打での入力が可能となる。
【００７５】
これを、一般的な携帯電話での方式によってｈａｒｄ　ｋｅｙと入力する場合を見ると、
ｈ（２打）ａ（１打）ｒ（３打）ｄ（１打）ｋ（２打）ｅ（２打）ｙ（３打）となり、計
１４打となる。
【００７６】
比較すると本発明の場合は、一般的な方式の六割強の打数となる。
【００７７】
また英文入力種に入る操作を比較すると、本発明の場合には、最大限３回の入力種切替鍵
の押し下げが必要であるが、一般的な方式では、最大限７回の入力種切替鍵の押し下げが
必要となる。
【００７８】
なお、本発明のように英文入力を設定した場合の、ひとつの困難は、単語の場合ではなく
、単なる符号としてＫとＱ、ＳとＸ、ＶとＷの三組の字母のうちのいずれかを単独に入力
せざるを得ない状況が発生することである。
【００７９】
この点については、この困難を解決するためにあらたに正規の手順を設定することが、入
力方式の複雑化を鍵たすことを恐れて、これらの鍵たとえばＫとＱを同時に表わす鍵を三
連打した場合に、ＫＫＫとＱＱＱの二つの入力結果を表示して、あらためてそのいずれか
を選ぶ方式を採用する。
【００８０】
この場合、たとえば、ｑｕｉｃｋと入力したあと、ｕｉｃｋの部分を消去してｑを入力し
、ｑｕｉｃの部分を消去してｋを入力し、ｓｉｘと入力しあとｓｉの部分を消去してｘを
入力し、ｉｘの部分を消去してｓを入力し、あるいはｖｏｗと入力したあと、ｖｏの部分
を消去してｗを入力し、ｏｗの部分を消去してｖを入力するように、単に一定の短い綴り
の単語を入力し、あらためてカーソル鍵とクリア鍵によって、不要な綴りを消去して、も
とめる字母を確定することも可能である。
「数字入力、数字（数学）符号入力の問題」
【００８１】
一般的な携帯電話の場合には、文章中の数字入力と、電話番号の入力等の直接外部環境と
接触する場合とでは、数字入力の扱いが異なっており、「＃」や「＊」等の符号の扱いが
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異なっている。
【００８２】
本発明においては、数字入力の基本鍵盤に「＃」や「＊」等の符号を設定して直接外部環
境との接触を可能にするとともに、数字入力を和文入力、英文入力、絵文字入力等と対等
の入力種として、文章中の数字入力においても直接外部環境と接触する場合と同様のシス
テムでの入力を行う。
【００８３】
具体的には、〔図５〕（１）に示すように、３行５列の数字入力の基本鍵盤の第１行に、
左から順に「＃」、「＊」、「／」、「．」（ピリオド）、「－」（ハイフン）の５個の
記号入力鍵を設定し、第２行に、左から順に、１、２、３、４、５の５個の数字入力鍵を
設定し、第３行に、左から順に、６、７、８、９、０の５個の数字入力鍵を設定する。
【００８４】
さらに、〔図６〕（２）、〔図７〕（３）、〔図８〕（３）、〔図９〕（３）、〔図１０
〕（３）等に見えるように、鍵盤切替鍵を一定回数押し下げることによって、数字符号（
数学符号）を系統的に呼び出せるシステムを用意する。
【００８５】
すなわち、数字入力中に入力鍵盤切替鍵（図では鍵盤切替と表記）を１度押し下げること
によって〔図６〕（２）の数字符号基本鍵盤に、入力鍵盤切替鍵（図では鍵盤切替と表記
）を２度連続して押し下げることによって〔図７〕（３）の数字符号第１鍵盤に、入力鍵
盤切替鍵（図では鍵盤切替と表記）を３度連続して押し下げることによって〔図８〕（３
）の数字符号第２鍵盤に、入力鍵盤切替鍵（図では鍵盤切替と表記）を４度連続して押し
下げることによって〔図９〕（３）の数字符号第３鍵盤に、入力鍵盤切替鍵（図では鍵盤
切替と表記）を５度連続して押し下げることによって〔図１０〕（３）の数字符号第４鍵
盤に、入るように設定する。
【００８６】
この場合、こうして呼び出された諸符号鍵盤は、そのたびに画面に半透明にかぶせた状態
あるいは不透明で縮小されて画面の一部に示される状態で、表示され、入力者はこの表示
を参照して該当する鍵を押し下げると該当の鍵が入力されるように設定する。
【００８７】
このようにして入力可能になる数字（数学）符号は、数字入力基本鍵盤の場合に５個（１
度の鍵の押し下げによって入力）、数字符号基本鍵盤の場合に１５個（２度の鍵の押し下
げによって入力）、数字符号第１鍵盤の場合に１５個（３度の鍵の押し下げによって入力
）、数字符号第２鍵盤の場合に１５個（４度の鍵の押し下げによって入力）、数字符号第
３鍵盤の場合に１５個（５度の鍵の押し下げによって入力）となり、５度以内の鍵の押し
下げによって計６５個の符号が入力できる。
【００８８】
これをたとえば、携帯電話での一般的な符号入力の場合の１モデルとして、６行１０列で
数字符号の一覧をつくり、これを画面上でカーソルによってたどる場合と比較すると、数
字入力から数字符号入力に入るために１回（あるいはそれ以上の）の鍵の押し下げが必要
であり、さらにこれに０回から１４回まで、６０個のアイコンで表現された符号にたどり
着くまで総計４２０回のカーソル移動すなわち平均７回のカーソル移動が必要となり、さ
らにこれを確定するために１回の鍵の押し下げが必要となる。
【００８９】
以上によって、携帯電話での一般的な符号入力の平均的な場合と比較すれば、本発明の場
合のもっとも鍵の押し下げ回数の多い場合であっても、より単純で高速の入力が可能であ
ることが理解できる。
【００９０】
また、携帯電話での一般的な符号入力の場合、たとえば６行１０列で数字符号の一覧のな
かから目的のアイコンを選ぶことになるが、本発明の場合は、１鍵盤に対して１５個ずつ
符号が割り当てられた鍵盤を選択し、さらにそこから目的の符号を選ぶことになり、習熟
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すれば瞬時の入力が可能になる。
【００９１】
以上のような数字（数学）符号鍵盤の構成は、数字入力基本鍵盤、数字入力基本鍵盤、数
字符号第１鍵盤、数字符号第２鍵盤、数字符号第３鍵盤の順に、基本的な符号から応用的
あるいは高度の記号へという方向での構成原理と、和文符号鍵盤、英文符号鍵盤との共通
性の確保という二つの原理の総合によって決定されるので、和文符号鍵盤と英文符号鍵盤
の紹介を済ませた後に、再び数字（数学）符号鍵盤の構成に触れることとする。
「和文符号入力、英文符号入力、数字（数学）符号入力の統合的設計の問題」
【００９２】
前項で触れたように、本発明における符号入力鍵盤の構成は、各入力種における基本的な
符号から応用的あるいは高度の記号へという方向での構成原理と、和文符号鍵盤、英文符
号鍵盤、数字（数学）符号鍵盤という３種の入力種のあいだにおける共通性の確保という
二つの原理の総合によって決定される
【００９３】
ここでいう３種の入力種のあいだにおける共通性の確保とは、英文符号、和文符号、数字
（数学）符号の３種の入力において、入力種にかかわりなく、入力鍵盤切替鍵を同一回数
押し下げた場合に呼び出される符号入力鍵盤をできる限り、共通性の高いものにするとい
う意味である。
【００９４】
このような方法をとる場合には、二つの基本的な困難がある。
【００９５】
第一の困難は、この３種の入力種においてそれぞれの基本字母の入力から符号の入力に移
る時期に相違があるという問題である。
【００９６】
第二の困難は、この３種の入力種相互が本来異質なものであるから、符号の一致は限られ
たものとならざるを得ないという問題である。
【００９７】
まず〔００９５〕で示した問題について見れば、和文入力鍵盤は、すでに見たように五十
音を子音鍵盤と母音鍵盤の二つの鍵盤に分けるけれども、この二つの鍵盤は相互に自動的
に切り替わるように設定されているので、子音鍵盤から母音鍵盤へ、あるいはその逆への
切替は入力鍵盤切替鍵の押しさげを必要としない形でなされ、数字（数学）入力鍵盤では
１５の鍵のなかで１０個の鍵のみによって数字入力が可能であり、残余の５個の鍵は、符
号入力にまわすことができる。
【００９８】
これに対して、英文入力の場合には、英文字母の入力のために二つの鍵盤が必要となり、
この鍵盤の切替のために入力鍵盤切替鍵を押し下げる必要がある。
【００９９】
本発明においては、このギャップを埋めるために、和文符号入力の場合と数字（数学）符
号入力の場合に、それぞれ入力鍵盤切替鍵を１回押し下げることによって入る和文符号基
本鍵盤と数字符号基本鍵盤をおいて緩衝の機能を設定し、和文符号、数字（数学）符号、
英文符号の３種の符号入力鍵盤の構成の一致を、入力鍵盤切替鍵を２回押し下げることに
よって入る各種符号第１鍵盤からはじめることとする。
【０１００】
緩衝の機能は、和文符号基本鍵盤の場合と数字（数学）符号基本鍵盤の場合に、前者の場
合にはまず、〔図〕６】（１）に見られるように、英文入力基本表裏鍵盤に含まれるすべ
ての符号を含み、さらに和文のみに特殊に使用される符号を含む鍵盤を設定し、後者の場
合には、〔図６〕（２）に見られるように、英文入力基本表裏鍵盤に含まれるすべての符
号を含み、さらに数字（数学）にのみに特殊に使用される符号を含む鍵盤を設定すること
によってなされる。
【０１０１】
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こうして、〔図７〕（１）（２）（３）に見られる和文、英文、数字（数学）各入力種の
第１符号鍵盤に至って、この三つの入力種に共通あるいは相似の符号を、鍵盤上の同一位
置に配置する条件が基本的に整備されるが、そこでの一つの困難は、数字（数学）符号入
力の場合に、すでにその基本鍵盤（〔図５〕（１））に、＃、＊、／、等の電話番号入力
やメール入力に必要な基本的な記号の一部が設定されていることである。
【０１０２】
そこで、和文、英文、数字（数学）各入力種の第１符号鍵盤の設計に当たっては、数字（
数学）入力種の第１符合鍵盤の場合には、その第１行の第１列から第４列までの、基本鍵
盤（〔図５〕（１）にすでに

ては、その使用が絶無と言ってよい符号を設定し、残った第４列と第５列には和文、英文
、数字（数学）各入力種の第１符号鍵盤に共通する符号として、／／、＠を設定すること
にする。
【０１０３】
こうして、設計された〔図７〕（１）（２）（３）に見られる和文、英文、数字（数学）
各入力種の第１符号鍵盤を見ると、その第１行は、和文符号と英文符号がまったく一致し
、数字（数学）符号は他の入力種と一致する第４列の／／と第５列の＠を除いて、他の入
力種とはまったくことなっており、第２行は三つの鍵盤が完全に一致し、第３行は、英文
符号と数字（数学）符号がまったく一致し、和文符号はその他の二つの鍵盤と一致あるい
は相似している。
【０１０４】
つづいて、和文、英文、数字（数学）各入力種の第２符号鍵盤となる〔図８〕（１）（２
）（３）を見ると、和文、英文、数字（数学）各入力種の符号鍵盤が、ここでは完全に一
致する。
【０１０５】
さらに、和文、英文、数字（数学）各入力種の第３符号鍵盤となる〔図９〕（１）（２）
（３）を見ると、英文、数字（数学）の２入力種の符号鍵盤が完全に一致し、和文のそれ
は内容的には英文、数字（数学）の２入力種と完全に一致して、それらの符号をカナ表記
したものとなる。
【０１０６】
さらに、和文、英文、数字（数学）各入力種の第４符号鍵盤となる〔図１０〕（１）（２
）（３）を見ると、前項の場合とまったく同様に、英文、数字（数学）の２入力種の符号
鍵盤が完全に一致し、和文のそれは内容的には英文、数字（数学）の２入力種と完全に一
致して、それらの符号をカナ表記したものとなる。
【０１０７】
以上のような符号鍵あるいは鍵盤の設定によって、和文、英文、数字（数学）の三つの入
力種のいずれにおいても、基本的に共通の動作によって多数の符号の簡単な入力が可能と
なるが、特に数字（数学）符号の場合に、以上のような操作のみでは入力で鍵ない多数の
単位記号が残ることになる。
「アルファベット呼び出しの単位記号鍵盤」
【０１０８】
そこで、前項の問題を解決するために、ここで「アルファベット呼び出しの単位記号鍵盤
」と仮称したシステムを構想する。
【０１０９】
すなわち、英文入力中あるいは入力後に、すでに入力された英文字母にカーソルを置いて
この字母を特定した後に、鍵盤切替鍵を打つことによって、この字母を含む単位記号を登
録した鍵盤を呼び出すように設定する。
【０１１０】
たとえば、〔図１１〕（１）の場合は、前項の操作において、画面上の英文字母「ｍ」あ
るいは「Ｍ」にカーソルを置いてこの字母「ｍ」あるいは「Ｍ」を特定した後に、鍵盤切
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替鍵を打つことによって、この字母を含む単位記号を登録した鍵盤を呼び出した場合を示
している。
「操作鍵の位置の問題」
【０１１１】
先に、〔図１〕から〔図１２〕までの諸図に示したように、本発明においては、３行５列
の入力鍵盤の下部、あるいは左部（左利鍵の入力者を想定した場合には右部）に操作鍵を
設定している。
【０１１２】
これは、３行５列の入力鍵盤の入力操作に、利鍵手の人差し指、中指、薬指、小指の４本
の指を使用することを想定して、操作部の押し下げには親指を使用するための設計である
。
【０１１３】
この設計によって、入力の動作と操作の動作をほぼ同時に行うことが可能になり、とりわ
け頻繁に行われる鍵盤切替の動作を速めることができる。
「本発明のヴァリエーションとしての超小型パソコン等に特化した鍵盤の設計」
【０１１４】
本発明は、携帯電話やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
）あるいは超小型パソコン等の携帯入力端末に使用するアルフアベット使用入力鍵盤に関
するものであるが、これらの携帯入力端末には、携帯電話等の小型化が生命線である機器
と超小型パソコン等のように、ある程度小型化を犠牲にしても、その操作性や機能の全面
的実現を追及する方が重要になる機器の二つに分かれる。
【０１１５】
以下の発明は、これまで記述して鍵た発明の要素の上に立って、特に超小型パソコンやあ
る種のＰＤＡ等を対象としてある程度小型化の要素を犠牲にしても、その操作性や機能の
全面的実現を追及するものである。
【０１１６】
すでに述べたように、本発明による鍵盤は、原理的には一般のパソコンと同等の操作性を
持っている。
【０１１７】
しかし、現実には一般的な携帯電話やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓ
ｓｉｓｔａｎｔ）に用いられているような小型の鍵と鍵ボードによっては、十分な操作性
（操作の速度、安定性と入力時の疲労の回避）は得られない。
【０１１８】
また、一般的な携帯電話やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔ）等においては、入力の全面性を犠牲にして小型化が図られているので、一般のパソ
コンと同等の機能を持つことは不可能である。
【０１１９】
本発明のヴァリエーションとしての超小型パソコン等に特化した鍵盤の設計は、一つ一つ
のハード鍵を一般のパソコンと同等の大鍵さにして、さらに一般のパソコンと同等の機能
を持つことを可能にするような操作鍵の追加設定によってなされる。
【０１２０】
まず、これまでに述べて鍵たような本発明の操作鍵の設定は、携帯電話等を主として対象
としてなされているので、これに若干の変更を加える。
【０１２１】
具体的には、〔図１〕（１）（２）等に示されている本発明の操作鍵すなわち、鍵盤切替
鍵、クリア鍵、入力切替鍵、コピー鍵、文字大小鍵のうち、クリア鍵とコピー鍵を取り消
して、かわりに〔図１２〕（１）（２）等に示されるようにＳｐａｃｅ鍵と機能切替鍵を
設定する。
【０１２２】
ついで、これまた〔図１２〕（１）（２）等に示されるよう、これまでの３行５列の入力
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鍵の上方に、１行５列の操作鍵を新しく追加し、さらにこれまでの３行５列の入力鍵の右
方に１列５行の操作鍵を新しく追加する。
【０１２３】
これらの新しく追加された鍵は、一般的なパソコンの操作鍵のなかでも重要な機能を持つ
、Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｋｅｙ，Ａｌｔｅｒｎａｔｅ　ｋｅｙ，・Ｅｓｃａｐｅ　ｋｅｙ，Ｈ
ｏｍｅ　ｋｅｙ，Ｅｎｄ　ｋｅｙ，Ｐａｇｅ　ｕｐ　ｋｅｙ，Ｐａｇｅ　ｄｏｗｎ　ｋｅ
ｙ，Ｐａｇｅ　ｄｏｗｎ　ｋｅｙ，Ｅｎｔｅｒ　ｋｅｙ，Ｂａｃｋ　ｓｐａｃｅ　ｋｅｙ
，Ｄｅｌｅｔｅ　ｋｅｙである。
【０１２４】
〔０１２３〕に示された以外にも一般的パソコンでは、多くの重要な鍵を使用するが、そ
のような鍵は、前記の機能切替鍵をｎ回連続して押し下げることによって、呼び出すこと
にする。
【０１２５】
機能切替鍵を１回押し下げて呼び出される鍵盤は、〔図１３〕（１）に示される和文入力
パソコン型機能切替第１鍵盤であり、ここではＣｏｎｔｒｏｌ　ｋｅｙ，Ａｌｔｅｒｎａ
ｔｅ　ｋｅｙ，Ｅｓｃａｐｅ　ｋｅｙ，等の基本的機能を持った鍵は、〔図〕１２】（１
）（２）等に示される和文入力パソコン型基本鍵盤と重複して設定されており、それ以外
にＦ１からＦ１２までのファンクションとＦＮ鍵ならびにファイル、編集等のパソコンで
一般的に使用されるアイコンに対応する鍵が設定されている。
【０１２６】
機能切替鍵を２回連続して押し下げて呼び出される鍵盤は、〔図１４〕（１）に示される
和文入力パソコン型機能切替第２鍵盤であり、そこではＣＤ、ＤＶＤ等への記録やＣＤ、
ＤＶＤ等からの読み出し等パソコンで一般的に使用されるアイコンに対応する鍵が設定さ
れている。
【０１２７】
これらの機能鍵を集成した鍵盤の個々の鍵を押し下げることによって、その下位に属して
いるアイテムの一覧を機能指定鍵盤によって入力する。
【０１２８】
たとえば、〔図１５〕（１）は、〔図１３〕（１）の和文入力パソコン型機能切替第１鍵
盤のファイルの鍵を押し下げると出現する機能指定鍵盤である。
【０１２９】
〔図１６〕（１）は、前記の和文入力パソコン型機能切替第１鍵盤の送信の項を示す鍵を
押し下げると出現する二次的機能指定鍵盤である。
【０１３０】
以上のような設定を積み重ねて、ｎ次の機能指定鍵盤において、その項での選択の終了し
た最終の鍵を押し下げることによって、具体的なコマンドが実現される。
【０１３１】
本発明における基本裏鍵盤、符号鍵盤、機能切替鍵盤、機能指定鍵盤等のあらゆる二次的
鍵盤においては、そこでの入力が完成した時点で、ただちに自動的にその入力種の基本鍵
盤あるいは基本表鍵盤にもどるように設計する。
【実施例と発明の効果】
【０１３２】
本発明の重要な貢献の第一は、すでに〔図１〕（１）（２）について説明したように、和
文入力の場合にすべての字母を基本的に子音＋母音の形に整理して、母音鍵盤と子音鍵盤
を自動的に切り替えることによって、普通のパソコンの鍵盤の半数の鍵数をもった鍵盤に
よって、普通のパソコンと同等の入力操作性を獲得した点にある。
【０１３３】
本発明の和文入力の場合には、さらに母音鍵盤を五十音図を基本に構成することによって
、一般のいわゆるｑｗｅｒｔｙ　ｂｏａｒｄを使用した和文入力以上の入力操作性を実現
している。
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【０１３４】
また、母音鍵盤を五十音図を基本に構成することによって初心者の入力操作習得が、一般
的なパソコンのｑｗｅｒｔｙ　ｂｏａｒｄやＪＩＳ方式に比して、格段に容易になる。
【０１３５】
一方、この和文入力に対応する英文入力の場合は、英文綴りの特性に注目して、ｑとｋ、
ｓとｘ、ｗとｖをそれぞれ同じ鍵に並存させて、合計２３個の鍵によって、すべてのアル
ファベットの入力を可能にした結果、３行５列の鍵盤による英文入力中にただ１度の入力
鍵盤の切替のシステムを用意することによって、英文のすべての字母および７個の英文符
号の入力可能となる点が重要である。
【０１３６】
以上の工夫によって、本発明においては３行５列合計１５個のハード鍵によって、現今の
３行１０列合計３０個の字母入力鍵盤に匹敵する入力操作性を獲得することができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１３７】
本発明は、携帯電話、超小型パソコン、電子辞書等のＰＤＡ、リモートコントローラ等に
おける入力鍵盤に適している。
【産業上の利用可能性】
【０１３８】
このなかで、携帯電話、電子辞書、リモートコントローラ等における入力鍵盤に本発明を
適用した場合の効果は、これらの機器の従来の操作性を大きく上回る操作性を提供する点
に見られる。
【０１３９】
このことによって、携帯電話、電子辞書等のＰＤＡ、リモートコントローラ等の機器と使
用者との間の関係（インターフェイス）が大鍵く改善されて、使用者にとって親しみやす
く、効率の高い入力が可能となる。
【０１４０】
一層重要なのは、この発明によって従来では不可能であった超小型パソコンの実現が可能
になるということである。
【０１４１】
従来の入力方式による限り、機器を小型にするためには基本的にはハード鍵を小型にする
しか方法は無かった。
【０１４２】
たとえば携帯電話にもっとも特徴的な小型のハード鍵を持った携帯端末では、高速で安定
した入力はきわめて困難であり、入力には大きな疲労を伴っていた。
【０１４３】
これに対して、本発明では従来の電子辞書程度の大鍵さで、従来のハード鍵と同様の大鍵
さを持ったハード鍵を備えた超小型のパソコンが設計可能となる。
【０１４４】
また、本発明のような３行５列の横長型字母入力鍵盤は、それに対応する横長型の画面デ
イスプレーを伴うが、これは従来の携帯電話のような縦長の鍵盤に付随する縦長の画面デ
ィスプレーに比して、一層優れた機能を発揮することは、現今の縦長の鍵盤に対してさえ
、特殊な工夫によって横長の画面デイスプレーを対応させることが多い点からも容易に理
解できる。
【０１４５】
現在すでに、携帯電話でさえ高機能化や通信の高速化で、パソコン並みになっていくと見
られており、さらに「現在の携帯電話の１０倍以上という通信速度と時速１００鍵ロ程度
の移動中もとぎれない安定性」（朝日新聞２００７年１０月１３日等）をもった屋外ネッ
ト接続による無線通信のサービスが２００９年には開始されると伝えられる。
【０１４６】
今後のこの分野での技術の進歩は容易に想像され、本発明のように従来のハード鍵と同様
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の固定的性格を一掃し、現今の携帯電話なみの手軽さで日常生活のあらゆる場面で活用さ
れるようになる。
【図面の簡単な説明】
【０１４７】
【図１】縦長型アルフアベット五十音和文入力基本鍵盤　（１）縦長型アルフアベット五
十音和文入力基本表鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音和文入力基本裏鍵盤
【図２】縦長型アルフアベット五十音和文入力基本鍵盤平かな表記型　（１）縦長型アル
フアベット五十音和文入力基本表鍵盤平かな表記型　（２）縦長型アルフアベット五十音
和文入力基本裏鍵盤平かな表記型
【図３】横長型アルフアベット五十音和文入力基本鍵盤　（１）横長型アルフアベット五
十音和文入力基本表鍵盤　（２）横長型アルフアベット五十音和文入力基本裏鍵盤
【図４】縦長型アルフアベット五十音型英文入力基本鍵盤　（１）縦長型アルフアベット
五十音型英文入力基本表鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音型英文入力基本裏鍵盤
【図５】縦長型アルフアベット五十音数字入力基本鍵盤
【図６】縦長型アルフアベット五十音符号基本鍵盤　（１）縦長型アルフアベット五十音
和文符号基本鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音数字符号基本鍵盤
【図７】縦長型アルフアベット五十音符号第１鍵盤　（１）縦長型アルフアベット五十音
和文符号第１鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音英文符号第１鍵盤　（３）縦長型
アルフアベット五十音数字符号第１鍵盤
【図８】縦長型アルフアベット五十音符号第２鍵盤　（１）縦長型アルフアベット五十音
和文符号第２鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音英文符号第２鍵盤　（３）縦長型
アルフアベット五十音数字符号第２鍵盤
【図９】縦長型アルフアベット五十音符号第３鍵盤　（１）縦長型アルフアベット五十音
和文符号第３鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音英文符号第３鍵盤　（３）縦長型
アルフアベット五十音数字符号第３鍵盤
【図１０】縦長型アルフアベット五十音符号第４鍵盤　（１）縦長型アルフアベット五十
音和文符号第４鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音英文符号第４鍵盤　（３）縦長
型アルフアベット五十音数字符号第４鍵盤
【図１１】縦長型アルフアベット五十音単位記号関連鍵盤（Ｍ）
【図１２】縦長型アルフアベット五十音和文入力パソコン型基本鍵盤　（１）縦長型アル
フアベット五十音和文入力パソコン型基本表鍵盤　（２）縦長型アルフアベット五十音和
文入力パソコン型基本裏鍵盤
【図１３】縦長型アルフアベット五十音和文入力パソコン型機能切替第１鍵盤
【図１４】縦長型アルフアベット五十音和文入力パソコン型機能切替第２鍵盤
【図１５】縦長型アルフアベット五十音和文入力パソコン型機能指定鍵盤（フアイル）
【図１６】縦長型アルフアベット五十音和文入力パソコン型機能指定鍵盤（フアイル）二
次鍵盤（送信）
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